
相談窓口の設置・悩み解決の支援プログラム事業
【福岡県朝倉市】

・市民の意識には「男女の固定的性別役割分担意識」が依然とし
て残っている。〈令和２年市民意識調査：性別役割分担に同感する
男性28.4％、女性21.4％〉
・面接相談員の年間相談件数は令和４年度１５３件、令和５年度１
２２件、令和６年度１８９件であり、様々な課題・困難を抱えている
人がいる。

地域の実情と課題

・福岡県北筑後保健福祉環境事務所、福岡県男女共同参画推進
課、福岡県男女共同参画センター
・朝倉警察署、朝倉市社会福祉協議会

・朝倉市市民課、介護サービス課、福祉事務所、子ども未来課、健
康課
・男女共同参画ネットワーク朝倉（ＮPO法人家庭子どもセンター、
特定非営利活動法人住みよいあさくらをめざす風おこしの会、翼
の会朝倉市）

連携団体

・巡回型の寄り添い相談への相談が少ない。
・精神疾患・障害を持っている相談者の場合、対応に苦慮すること
が多い。
・妻から暴力を受けている夫からの相談に対して、提案できる選択
肢がほとんどない。

今後の課題

悩みを抱える相談者が気持ちを整理し、日常生活への活力が見
込まれる。実際、一部に相談を繰り返す相談者もいるが、大半は１
～2回で終了しており、気持ちの整理ができたものと思われる。

事業の効果

「朝倉市男女共同参画センター」での面接相談員による電話・面接
による相談のほかに、身近で気軽に相談できる機会を増やし、生
き方や経済的な不安の和らぎや就業への支援等につなぐ。

朝倉市女性就業率 目標値55％に対し、実績値56％
相談窓口の設置・悩み解決の支援プログラム事業 目標値100人
程度に対し、実績値165人（R7.2月末）

目的・目標

・「朝倉市男女共同参画センター」に面接相談員１名を配置。
・月～金 電話・面接相談窓口（あすみん相談）
・月１回 夜間相談窓口（あすみん相談）
・月１回 予約制土曜日相談窓口（あすみん相談）
・月１回 コミュニティ巡回型相談窓口（寄り添い支援相談）

平日・開館時間中のほか、夜間、土曜日、コミュニティ巡回等、
様々な条件で窓口を設け、相談しやすい体制を構築した。

事業の特徴

個別事業費 ３，４４４ 千円

交付金額 １，４３１ 千円

事業番号 ２



事業の概要
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